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第 8 図　御経塚遺跡の御物石器埋置遺構実測図 ( 文献 47) 第 9 図　細池遺跡第 2 号土壙実測図 ( 文献 80)

第 10 図　細池遺跡御物石器出土状況 ( 第 2 号住居址 )
第 11 図　土京落合の立石 ( 旧 )

第 12 図　宮ノ前遺跡第 2 次調査御物石器出土状況
( 文献 150)

第 13 図　宮ノ前遺跡第 2 次調査御物石器
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8. おわりに

　筆者が飛驒の御物石器について初めて見解を述べたのは、1991 年「御物石器研究の視点」（文献
123）であった。橋本正氏による磨擦器型祭器論に対し、「――御物石器研究の視点に機能論を加えた
事は重大な展開である。しかし変質を遂げてしまった特殊石器に本来の機能の痕跡を求める事は困難を
伴うであろうし、祭祀の形態そのものが形式化している場合も多いであろう。まず御物石器の初源形態
とその時期の特定が、最も重要な課題であり、そしてより多くの資料による厳密な観察をとおして研究
を進めてゆかねばならない。御物石器に、頭初猪頭形と名付けたその感覚の様に、形態模倣説はなお有
効であろうし、一部の石冠に魚の造形をみるように、御物石器に動物の表徴を求める事は、縄文人の豊
猟儀礼の切実さに基づいた、蓋然性の高い視点と思われる。――」と記したこの提言は、今もって変
わらぬ筆者の視点である。1999 年には『縄文時代』10 号に「遺物研究　御物石器」を執筆し（文献
153）、2012 年に至ってようやく『飛驒の御物石器』を上梓することが出来た（文献 200）。
　その後は、独鈷石や石冠類型についての論考に追われ、御物石器からはやや疎遠になっていたが、所
属する研究会の活動で美濃方面に出かけた折の新たな資料に刺激を受け、岐阜県全域を網羅する責務に
追われることとなった。幸いにも美濃の沢田伊一郎氏によるレベルの高い報告が会の機関紙『どっこい
し』になされた事で視界は開けた感があったが、全ての資料を確認することはほぼ不可能であり、いき
おい文献に頼らざるを得ない部分が多かった点は、自らの非力によるものである。
　御物石器研究は、1996 年の橋本正氏の研究により確固たる位置付けがなされ、まさにバイブル的存
在としてなお定説の地位を保っていると言っても過言ではなかろう。それでも過去幾多の研究者が感
じ、言及して来たように、動物がモデルとなっているとする考え方には根強いものがある。単なる「思
いつき」と橋本氏は切り捨てたが、全国の 65％が集中する岐阜県におけるその実態の把握なしには、
御物石器は解明出来ないと考える。
　今回の集成と考察で御物石器誕生前夜の様相を探ることにより、少し視界が開けてきた気がする。頭
頂溝や背面溝、瘤・尾といった属性がどう生まれ消えていったかの過程を探ることで、1 つのヒントが
生まれ、また底面形態の不安定な要素が早い段階にも存在するといった点でも、新しい発想を生み出す
可能性がある。
　それにつけても、御物石器は不思議な存在である。美濃や飛驒の神社にご神体あるいはご神宝として
祀られている資料の多さは驚きに値する。得体のしれない不可思議な造形に対する特別視や畏敬の念と
いったものは、縄文時代も今も変わらないのであろう。地元の宝として守り続けるその想いが、時に神
社に奉納され今に残されているのである。それは、天然記念物オオサンショウウオの一大棲息地である
奥美濃の山間地帯での、それらに対する想いと変わるものではなかろう。異形石器と呼ばれるものの存
在は、その地域における種々の要素と深くかかわっていると考え、それらをよく観察し、発想を豊かに
する試みによって、必ずや思いつきではない何かを発見する事が出来るであろう。
　相も変らぬ、はなはだ雑駁な論ではあるが、発表の機会を与えて下さった光ミュージアムの方々に深
甚の謝意を表すとともに、お世話になった方々のご芳名を記して感謝の意に変えたいと思う。

岡本　孝之	 佐藤　とき子　 	 沢田　伊一郎
岐阜県博物館	 明宝歴史民俗資料館（旧明方村立博物館）	 長水寺
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第 14 図　濃飛型偏平頭式分布図
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第 15 図　濃飛型棒状頭式分布図
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第 16 図　濃飛型面包頭式分布図
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第 17 図　北陸型面包頭・偏平頭式分布図
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写真図版 1
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写真図版 2
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写真図版 3
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写真図版 4
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写真図版 5
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9.御物石器文献目録

1.	 神田孝平	 1886	 『日本大古石器考』
2.	 佐藤泰郷	 1886	 『日本古物小集会図録　千代の鏡』
3.	 神田孝平	 1888	 「御物大石器に似たる石器」　『東京人類学会雑誌』4-32
4.	 神田孝平	 1889	 「第 27 版図解」　『東京人類学会雑誌』4-41
5.	 大野雲外	 1904	 「飛驒発見石器に就て」　『東京人類学会雑誌』19-220
6.	 柴田常恵	 1912	 「飛驒国益田郡小坂町長瀬発見の奇形石器
7.	 袖川村	 1917	 『袖川村誌』
8.	 朝戸高山	1919	 『鶯夢軒所蔵石器図　石のまきもの』
9.	 大野雲外	 1921	 「或る奇形の石器に就て」　『民族と歴史』6・2
10.	 岡村利平	 1921	 『飛驒編年史要』
11.	 山本栄一	 1935	 『恵那郡の石器時代』
12.	 早川荘作	 1926	 『越中石器時代民族遺跡遺物』
13.	 島田貞彦	 1928	 『有史以来の近江』
14.	 林　魁一	 1928	 「美濃郡上郡の異形石器」　『考古学雑誌』18・9
15.	 林　魁一	 1928	 「美濃国恵那郡福岡村の石器時代遺跡及び遺物」　『人類学雑誌』43-11
16.	 犬塚行蔵	 1929	 「御物大石器と飛驒の異形石器」　『考古学雑誌』19-11
17.	 犬塚行蔵	 1929	 「益田郡萩原町縣神社石器時代遺物観察記」　『飛驒史壇』8-12
18.	 中谷治宇二郎	 1929	 『日本石器時代提要』
19.	 倉田一郎	 1930	 「越中国高岡に於ける石器時代遺跡」　『人類学雑誌』45-5
20.	 林　魁一	 1930	 「御物石ニ就イテ」　『山美水濃』5
21.	 林　魁一	 1930	 「美濃国郡上郡東村の石器時代遺跡及び遺物」
22.	 林　魁一	 1930	 「美濃国郡上郡奥明方村小川の遺跡」　『人類学雑誌』45-10
23.	 林　魁一	 1932	 「美濃国発見御物石の 2 例」　『人類学雑誌』47-12
24.	 林　魁一	 1933	 「飛驒高山附近の石器時代遺物及遺跡」　『史前学雑誌』5-2
25.	 加藤輝次	 1935	 「朝戸高山師遺稿抄」　『飛驒考古学会会報』2
26.	 喜田貞吉	 1933	 「所謂御物石器に関する一考察」　『考古学』4-7
27.	 羽柴雄輔	 1933	 「神田孝兵氏一行の飛驒旅行　ー　青山入夢日記より」　『ひだびと』11-3
28.	 家高荒次郎	 1935	 「木曽に復御物石器」　『信濃』4-5
29.	 加藤輝次	 1935	 「二つの異形枕石」　『ひだびと』3-8
30.	 飛驒考古土俗学会	 1935	 『飛驒石器時代遺蹟地名表』
31.	 林　魁一	 1936	 「益田郡川西村出土の御物石器」　『ひだびと』4-8
32.	 林　魁一	 1936	 「美濃北濃村前谷の遺跡及び遺物」　『考古学論叢』3
33.	 赤木清	 1937	 「白川村木谷の石器時代遺跡」　『ひだびと』5-8
34.	 赤木清	 1937	 「吉城郡坂下村打保出土の石冠と枕石」　『ひだびと』5-10
35.	 小林行雄他	 1938	 「近江坂田郡春照村杉沢遺跡」　『考古学』9-5
36.	 江馬三枝子	 1938	 「表紙の枕石（御物石器）について」　『ひだびと』6-3
37.	 林　魁一	 1938	 「御物石器即ち俗称枕石に就いて」　『人類学雑誌』53-9
38.	 赤木清	 1938	 「大八賀村山口の森下遺跡（2）」　『ひだびと』6-7
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39.	 吉田富夫	 1940	 「第八高等学校収蔵美濃国稲葉郡蘇原村の石器」　『考古学』11-4
40.	 多賀秋五郎	 1941	 『飛驒史の研究』
41.	 後藤吉郎・多賀秋五郎	 1943	 『飛驒文化史概説』
42.	 藤沢宗平	 1949	 「木曽谷の御物石器」　『信濃』1-3
43.	 小林行雄	 1951	 『日本考古学概説』
44.	 高山市	 1952	 『高山市史』上
45.	 信濃史料刊行会	 1956	 『信濃考古総覧』下巻
46.	 岐阜県教育委員会	 1957	 『荘白川総合学術調査報告書』
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72.	 岡本東三 	 1972	 「奈良市発見の御物石器について」　『考古学雑誌』58-2
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86.	� 岩野見司・能登健 	 1975	 『一宮市文化財調査報告 2 馬見塚遺跡範囲確認調査報告付載馬見

塚遺跡出土の御物石器・祭祀遺物』
87.	 橋本正他	 1975	 『富山県朝日町柳田遺跡・柳田古墓緊急発掘調査概報』
88.	 美並村	 1976	 『美並村の歴史』
89.	 土田吉左衛門	 1976	 「家ノ下遺跡の石冠および御物石器について」　『飛驒春秋』21-10
90.	 橋本正	 1976	 「御物石器論」『大境』6
91.	 清見村	 1976	 『清見村誌』
92.	  岐阜県立博物館	 1979	 『濃飛の先史時代』特別展図録
93.	 萩原町教育委員会	 1980	 『萩原の史跡と史話』はぎわら文庫 3
94.	 下呂町	 1980	 『飛驒下呂』図録
95.	 岐阜市教育委員会	 1980	 『岐阜市埋蔵文化財展』資料
96.	 鈴木道之助	 1981	 『図録   石器の基礎知識Ⅲ   縄文』柏書房
97.	 能登健	 1981	 「信仰にかかわる遺物 ( Ⅰ )」　『神道考古学講座』第 1 巻   前神道期
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124.	 早川正一・林直樹	1992	 「岐阜県吉城郡宮川村家ノ下遺跡」　『日本考古学年報』45
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